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元気に自己ＰＲする佐藤仁くん

丞くん兄弟

　　　　　　　　　　　　　　　　まちの人口（平成 20 年２月１日現在）

総人口 19,623 人（△ 29）　男 9,532 人（△ 14）　女 10,091 人（△ 15）　世帯数 7,064 世帯（△ 1）※（　）内は前月比
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75 歳以上の方の健康保険が変わります

平成 20 年４月から

新しい医療制度

「後期高齢者医療制度」が

始まります

ポイント１ ポイント２ ポイント３

【対象者】

① 75 歳以上の方

　（誕生日から資格取得） 

② 65 歳以上 75 歳未満で

　一定の障害のある方

※ 現在加入している国民健康

　保険または社会保険等から脱

　退し、新たに「後期高齢者医

　療制度」に加入することにな

　ります。 

【被保険者証】 

・保険証は一人ひとりに交

付されます。 

・現在の老人保健制度では医療

機関を受診する場合は、「保険

証」と「老人医療受給者証」を

提示しなければなりませんでし

たが、今後は「後期高齢者医療

被保険者証」のみ、提示すれば

よいことになります。 

「保険料」 

・個人ごとに保険料を納付

 していただくことになり  

 ます。

保険料は原則として年金からの

特別徴収（天引き）となります。

ただし、年金額（年額 18 万円

以下）の少ない方などは、納

付書や口座振替により納付い

ただきます。

●新しい制度のポイント

●運営主体
　都道府県の区域ごとにすべての市町村が加入する「後期高齢者医療広域連合」が、後期高齢者医療

制度の運営を行います。

　福島県では、平成 19 年２月１日に、県内全ての市町村が加入する「福島県後期高齢者医療広域連合」

が設立され、平成 20 年度からの「後期高齢者医療制度」のスタートに向けて、準備を進めています。

●広域連合と市町村の役割

●制度の財政運営

●被保険者の資格管理

●被保険者証等の交付

●保険料の決定

●給付に関する決定

●被保険者の加入・

　脱退の届出等の受付

●被保険者証等の引渡し

●保険料の徴収

●給付に関する申請の受付

広域連合の役割 町の役割

広域連合が財政運営を行い、町では保険料徴収
と窓口業務を行います。
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●被保険者になる方は？

　75歳以上で、老人保健制度に加入していた方は、

平成 20年４月１日から被保険者となります。

　平成20年４月１日以降に75歳以上になる方は、

75歳の誕生日から被保険者となります。

■ 75 歳以上の方

（夫 75 歳）

老人保健制度 ＋国民健康保険

（妻 71 歳）

国民健康保険

【２人で国保に加入していた場合】

後期高齢者
医療制度

引き続き
国民健康保険

　一定の障害がある方で、広域連合から認定を受

けた場合は、後期高齢者医療制度の被保険者とな

ります。

　これまで、老人保健制度に加入していた方は、

自動的に後期高齢者医療制度の被保険者になりま

すが、申請により新制度に加入しないことも可能

です。

（対象となる方には、町から加入の意思確認のご案内をし

ます。）

■ 65 歳から 74 歳で一定の障害がある方

【一定の障害があり、老人保健制度に加入していた方の場合】

（65 歳）

老人保健制度 ＋ 国民健康保険

または社会保険等

後期高齢者
医療制度

国民健康保険
または

社会保険等

選択

扶養になっていた方も被保険者となります。 加入の手続きは不要です。

社会保険等の被扶養者で今まで保険料の負担が

なかった方も後期高齢者医療制度の被保険者と

なります。

老人保健制度に加入していた方は、自動的に後

期高齢者医療制度に移行しますので、加入の手

続きは必要ありません。

　※町国保は脱退の手続きは必要ありませんが、社

　　会保険等は、手続きが必要な場合がありますの

　　でご確認ください。

１人に１枚
交付されます。

「後期高齢者医療被保険証」は１人に１枚交付されます。
新しい被保険者証は、

　●老人保健制度に加入していた方 ･･･ 平成 20 年３月末に

　●平成 20 年４月１日以降に 75 歳になる方 ･･･ 誕生日前に

　　送付されますので、医療機関で受診される際は、必ず提示してください。
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●保険料はどうなるの？

福島県の後期高齢者医療給付費等（平成 20、21 年度平均見込み）

■皆さんの大切な保険料が財源です。

　後期高齢者の医療費のうち、病院での自己負担を除いた分の約１割を皆さん

に収めていただく保険料でまかなうことになります。

　後期高齢者医療の被保険者になる方は一人ひとりが保険料を納めます。

約 2,000 億円

保険料

約１割

現役世代からの支援金

約４割

公　費
国：県：町（４:１:１）

約５割

■保険料の算定方法

　保険料は「均等割額」と「所得割額」を合計し、個人単位で計算されます。保険料率については、

原則、広域連合区域内では均一になります。

均等割額（１人当たりいくらの計算で）

４０，０００円 ＋
所得割額（所得に応じて計算）

賦課対象額×７．４５％
＝ 保険料

（上限は 50 万円です。）

■所得の低い世帯の保険料軽減

　所得の低い世帯の方には方には、被保険者および世帯主の所得に応じて均等割額が軽減さ

れます。

軽減割合 世帯の被保険者および世帯主の総所得金額等

７割軽減 〔基礎控除３３万円〕を超えないとき

５割軽減 〔基礎控除３３万円＋２４．５万円×被保険者数（被保険者である世帯主を除く）〕を超えないとき

２割軽減 〔基礎控除３３万円＋３５万円×被保険者数〕を超えないとき

※年金所得については特別控除（15万円）を差し引いた額で判定します。

３月号でも引き続き「後期高齢者医療」

についてお知らせします。

不明な点がありましたら、右記連絡先ま

でお問い合わせください。

〔問い合わせ先〕

本庁住民生活課　　　℡ 0241-62-6120

舘岩総合支所住民課　℡ 0241-78-3325

伊南総合支所住民課　℡ 0241-76-7713

南郷総合支所住民課　℡ 0241-72-2225
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平成２０年４月から
新しい健診・保健指導がスタートします

　重篤な病気になる前段階であるメタボリックシンドロームをいち早く発見する新しい健

診・保健指導が４月からスタートします。対象は 40 歳から 74 歳の全ての加入者です。

　これまでの基本健診は廃止されますので、新しく医療保険者（社会保険・共済組合・国保

等）が実施する「特定健康診査・特定保健指導」を受けることになります。

　実施期間・場所・費用等は、内容が確定次第お知らせします。

メタボリックシンドロームを見つけて
プロの指導が受けられる！

　　　　　　　　　　　　新たな健診・指導へ

①健診 新しい健康診断でメタボリックシンドローム
を発見します

　メタボリックシンドロームのベースとなる内臓脂肪型肥満の人は、高血圧、脂質異常症、糖尿

病になりやすいことがわかっています。

　新しい健診では内臓脂肪型肥満を見つけるための腹囲測定などの項目がプラスされています。生

活習慣病の発祥危険度で結果判定し、メタボ該当者やその予備軍を早期に発見し、保健指導が必

要な人を選び出します。

内臓脂肪型肥満

腹囲

 ■男性　85cm 以上

 ■女性　90cm 以上

ＢＭＩ 25 以上

ＢＭＩ＝

　体重（㎏）÷身長（m）÷身長（m）

または

①脂質異常　　②高血圧　　③高血糖　　④喫煙歴

このうち、１つが当てはまる場合⇒メタボ予備軍（レベル２）

　　　　　２つが当てはまる場合⇒メタボ該当者（レベル３）

＋

②保健指導 健康診断に応じて
プロが指導します

健診のあとはプロ（医師・保健師・管理栄養士などの専門家）が生活習慣改善のためにサポート

＆アドバイスをします。健診結果によって３つのレベルに応じた指導を受けることができます。

レベル１

健康な人も含めた全ての人に

情報提供

レベル２

メタボ予備軍の人に

動機づけ

レベル３

メタボ該当の人に

積極的支援

詳しくは ･･･ 本庁住民生活課　℡ 0241-62-6120
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五十嵐一さんに感謝状
■南郷地域

　五十嵐一さんは、１月３日南郷地域下山地内で発生した

火災を発見。自ら危険を顧みず屋内に進入し、家人の安否

を確認後、消防機関への通報依頼とガスボンベの安全確保

を図るなどした一連の活動により、隣人住宅への延焼防止

に貢献されました。

　役場では、職員の意識改革や自己啓発意欲の向上を目

的に「まちづくり講演会」を開催しています。

　1 月 29 日には、会津高原リゾート株式会社代表取締役

社長の石山隆氏を講師に迎え、「個の力、組織の力を高め

るためには」と題し、企業における組織文化や企業人と

しての心構えについて講演されました。聴講した職員は

石山氏の講演に真剣に聞き入りました。

まちづくり講演会
■１月 29 日　舘岩会館

交通安全の願いを込めて
■２月８日　檜沢小学校雪像作り

　檜沢小学校（田中昭一校長）では、交通安全の願いを込めて全校児童で雪像作りを行いました。

　全校児童が３つのグループに分かれて作業を行い、今年の干支であるネズミの雪像に「自己

チュー運転要チュー意」など、テーマを設け制作しました。この雪像作りは３年前から取り組ん

でいるもので、今年はドライバーや地域の皆さんにより交通安全を訴えるために、国道 289 号線

から見える場所に作りました。子どもたちは「寒かったけれどもみんなで協力して作ることがで

き、とても楽しかった」と感想を語りました。

　まだまだ寒い冬が続き、道路も凍結しています。皆さん、安全運転を心がけましょう。

講演する石山隆さん

【写真】感謝状を手渡される五十嵐さん
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食育を考える講演会
■１月 31 日　

　田島地域の荒海保育所、桧沢保育所では、保護者

や地域住民を対象とした「元気で楽しく暮らすため

の食育を考える」と題した講演会が開催され、講師

の「ＮＰＯ法人地球環境と免疫系疾患の改善総合研

究会」代表理事の池谷純仁氏（田島地域滝原在住）が、

自らの経験を通しての安全な食生活と健康なからだ

づくりや当町の地域資源の大切さについて講話しま

した。

　参加者からは「食生活の大切さを改めて実感した。

安心・安全な食材選びを心掛けたい」「この自然豊か

な環境を私たちが守っていかなければならない」と

いった感想が多く聞かれました。

　なお、食育や環境病についての講演を聞きたい方

は、下記までお問い合わせ下さい。

「あらかい健康キャンプ村」事務局　0241-64-7690

南会津町役場　直轄政策室 0241-62-6240

ニューイヤーコンサート
■１月６日

　舘岩保健センターで、幼稚園就園前のお子さんと母

親が集まり節分の豆まきを行いました。はじめにお子

さんとお母さんがいっしょに鬼のお面をつくりまし

た。個性的なお面ができ、怖い鬼もいれば、おさげを

つけたかわいい鬼もできあがりました。

　その後、みんなで鬼の面をつけたお母さん達に向

かって「鬼は外、福は内」と元気な声で豆まきをして

楽しい思い出ができました。舘岩地域のちびっ子ふれ

あいクラブでは歳時記の行事を取り入れながら親と子

の絆を深めています。

ちびっこふれあいクラブ節分豆まき
■２月１日　舘岩地域

コンサートのようす

かわいい鬼のお面をかぶり、豆を拾いました

講演する池谷純仁さん

　今回で 3 回目となるニューイヤーコンサートが御蔵

入交流館で開催されました。小さい学習者や地域ゆか

りの演奏家が参加し、ピアノや歌声を響かせました。

　会場には保護者や愛好者が訪れクラシックや現代曲

を楽しみました。

　オープニングはトランペット５重奏、歌では「千の

風になって」や二重唱「花」の演奏がありました。また、

ピアノではソロのほか、デュオも多く演奏されました。
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６
．
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付
期
限
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２
０
年
３
月
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日
ま
で
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手
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が
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な
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７
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類

　

次
の
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口
に
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に
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れ
て
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ま
た
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い
。

【
担
当
窓
口
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　

本
庁
健
康
福
祉
課
社
会
福
祉
係

　

０
２
４
１
(62)
６
１
７
０

　

舘
岩
総
合
支
所
住
民
課
健
康
福
祉
係

　

０
２
４
１
(78)
３
３
２
５

　

伊
南
総
合
支
所
住
民
課
健
康
福
祉
係

　

０
２
４
１

（76）
７
７
１
４

　

南
郷
総
合
支
所

　

南
郷
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
健
康
福
祉
係

　

０
２
４
１
(73)
２
７
８
８

田
島
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

建
設
機
械
等
の
講
習
所
開
講

　

田
島
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
で
は

（
福
島
県
公
安
委
員
会
指
定
自
動
車
教

習
所
）
で
は
、
昨
年
10
月
か
ら
「
田
島

建
設
機
械
講
習
所
」
を
開
講
し
ま
し
た
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
次
の
５
科
目
の
講

習
が
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能
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

も
あ
り
ま
す
の
で
、
お
心
当
た
り
の
あ

る
方
は
、
遠
慮
な
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

３
．
請
求
で
き
る
要
件

　

平
成
17
年
４
月
１
日
現
在
で
、
戦
没

者
に
関
す
る
年
金
（
恩
給
法
に
よ
る
公

務
扶
助
料
・
特
例
扶
助
料
、
援
護
法
に

よ
る
遺
族
年
金
・
遺
族
給
与
金
な
ど
）

の
受
給
権
を
持
つ
遺
族
が
一
人
も
い
な

い
こ
と
。

４
．
対
象
者

　

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
遺
族
で
、

次
の
順
番
に
よ
る
先
順
位
の
遺
族
一
人

が
対
象
者
と
な
り
ま
す
。

（
１
）
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護

法
に
よ
る
弔
慰
金
の
受
給
権
者

（
２
）
戦
没
者
等
の
子

（
３
）
戦
没
者
等
と
生
計
関
係
が
あ
っ

た
①
父
母
②
孫
③
祖
父
母
④
兄
弟
姉
妹

（
平
成
17
年
４
月
１
日
に
お
い
て
、
遺

族
以
外
の
者
と
婚
姻
し
て
姓
が
変
わ
っ

て
い
る
方
や
遺
族
以
外
の
方
の
養
子
に

な
っ
て
い
る
方
を
除
く
）

（
４
）
上
記
３
か
ら
除
か
れ
た
①
父
母

②
孫
③
祖
父
母
④
兄
弟
姉
妹

（
５
）
上
記
１
か
ら
４
以
外
の
３
親
等

内
親
族
（
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引

き
続
き
一
年
以
上
の
生
計
関
係
が
あ
っ

た
方
に
限
る
）

５
．
支
給
額

　

40
万
円

　

10
年
償
還
の
記
名
国
債
に
よ
り
、
１

年
に
４
万
円
ず
つ
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

南
会
津
建
設
事
務
所
建
築
住
宅
部　

　

０
２
４
１

（62)
５
３
３
６

第
８
回
特
別
弔
慰
金
の
請
求
期
限

は
、
平
成
20
年
３
月
31
日
ま
で
で

す
　

先
の
大
戦
に
お
い
て
公
務
等
に
よ
り

死
亡
し
た
軍
人
・
軍
属
・
準
軍
属
の
遺

族
で
、
次
の
要
件
を
満
た
す
方
に
、
特

別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

現
在
、
請
求
手
続
き
の
受
け
付
け
を

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
該
当
す
る
と
思

わ
れ
る
方
は
、
請
求
書
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

１
．
過
去
に
請
求
さ
れ
た
方
へ

　

第
６
回
お
よ
び
第
７
回
の
特
別
弔
慰

金
を
受
給
さ
れ
て
い
た
遺
族
の
方
で
、

ま
だ
請
求
手
続
き
が
さ
れ
て
い
な
い
方

も
あ
る
よ
う
で
す
。

　

特
に
、
前
回
請
求
さ
れ
た
方
が
、
そ

の
後
死
亡
ま
た
は
転
出
さ
れ
て
い
る
場

合
に
お
い
て
、
請
求
手
続
き
が
な
さ
れ

て
い
な
い
ケ
ー
ス
も
見
受
け
ら
れ
ま
す

の
で
、
お
心
当
た
り
の
方
は
、
遠
慮
な

く
次
の
担
当
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
願
い

ま
す
。

２
．
今
回
か
ら
新
た
に
請
求
権
が

発
生
す
る
方
へ

　

第
６
回
お
よ
び
第
７
回
で
請
求
要
件

を
満
た
し
て
い
な
い
遺
族
の
方
で
あ
っ

て
も
、
戦
没
者
に
関
す
る
年
金
を
受
給

し
て
い
た
方
が
、
そ
の
後
死
亡
さ
れ
、

今
回
、
新
た
に
請
求
権
を
満
た
す
場
合

ま
た
、
厚
生
労
働
省
や
国
土
交
通
省
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
石
綿
に
関
す
る
情

報
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。　
　
　

　

な
お
、
福
島
県
で
は
国
土
交
通
省
の

依
頼
に
よ
り
昭
和
31
年
か
ら
平
成
元

年
に
建
設
さ
れ
た
１
０
０
０
㎡
以
上
の

民
間
建
築
物
に
つ
い
て
吹
付
け
ア
ス
ベ

ス
ト
の
有
無
を
調
査
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
回
答
し
て
い
な
い
建
築
主
等
は
福

島
県　

南
会
津
建
設
事
務
所
建
築
住
宅

部
（
下
記
電
話
番
号
記
載
）
へ
連
絡
願

い
ま
す
。

【
参
考
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】

ア
ス
ベ
ス
ト
問
題
に
関
す
る
対
応
（
福

島
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
p
r
e
f
.
f
u
k
u
s
h
i
m
a
.

jp/kankyo/sekimen.html

ア
ス
ベ
ス
ト
情
報
（
厚
生
労
働
省
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
）

http://www.mhlw.go.jp/new-into/

kobetu/rodou/sekimen/index/html

石
綿
（
ア
ス
ベ
ス
ト
）
含
有
建
材
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
に
つ
い
て
（
国
土
交
通
省

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
m
l
i
t
.
g
o
/
k
i
s
y
a
/

kisya06/07/071213_html

相　

談

石
綿
（
ア
ス
ベ
ス
ト
）
に
つ
い
て

　

石
綿
（
ア
ス
ベ
ス
ト
）
は
、
天
然
に

で
き
た
鉱
山
繊
維
で
熱
に
強
く
、
摩
擦

に
強
く
切
れ
に
く
い
、
酸
や
ア
ル
カ
リ

に
も
強
い
な
ど
、
丈
夫
で
変
化
し
に
く

い
と
い
う
特
性
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
30
年
頃
か
ら
ビ
ル
等
の
建
築
工

事
に
お
い
て
保
温
断
熱
の
目
的
で
石
綿

を
吹
き
付
け
る
作
業
が
行
わ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
平
成
元
年
以
前
に
施
工
中
止

さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
も
、
建
築
物
に
は
ス
レ
ー
ト

材
、
防
音
材
、
断
熱
材
、
保
温
材
等
の

石
綿
含
有
建
材
が
使
用
さ
れ
て
き
ま
し

た
が
、
現
在
で
は
製
造
、
使
用
等
が
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

石
綿
は
、
そ
こ
に
あ
る
こ
と
自
体
が

直
ち
に
危
険
な
の
で
は
な
く
、
解
体
時
、

改
修
時
等
に
飛
散
し
て
吸
い
込
む
こ
と

が
問
題
と
な
る
た
め
、
労
働
安
全
衛
生

法
、
大
気
汚
染
防
止
法
、
廃
棄
物
の
処

理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
、
建
設
リ

サ
イ
ク
ル
法
等
で
解
体
方
法
、
処
分

方
法
、
届
出
等
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

問℡戦
没
者
の
遺
族
の
皆
さ
ん
へ

問℡ ℡ ℡℡問 問 問お
知
ら
せ
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広報みなみあいづ　平成 20 年２月号

今月の納税

　２月29日（金）納期の町税は

固定資産税　　　４期

国民健康保険税　８期　です。

　　　　忘れずに納税しましょう

納税に関するお問い合わせは

　　　　本庁税務課収税係　℡ 0241-62-6110

休日納税相談窓口を

開設します

■開設日

３ 月 30 日（日）

お気軽に相談ください。

広報みなみあいづ　平成 20 年１月号

　舘岩地域会津高原の木下武司さんが１月１日付けで、人権

擁護委員として法務大臣から委嘱されました。木下さんは初

めての委嘱となります。「人権擁護委員」は、住民の暮らし

の中で起きる様々な人権に関する問題を解決する地域の相談

役で、任期は３年間です。

　なお、現在町内では、次の皆さんが人権擁護委員を務めて

います。人権に関することでお悩み、お困りの方はお気軽に

ご相談ください。

居 住 地 区 名 氏　名 居 住 地 区 名 氏　名

田島

中荒井 渡部　榮子 舘岩 会津高原 木下　武司

上中町 長谷川次男
南郷

木伏 馬場　恒正

高野 星　　紀夫 片貝 辺見　　賢

伊南 浜野 佐藤万里子
木下武司さん

「人権擁護制度創設 60 周年」
　今年２月 15 日は、日本国憲法の基調である基本的人権の尊重を実現するための人権擁護局が昭和 23 年

に創設されて、60 年目を迎えました。

　これまで、法務局や人権擁護委員連合会では、地域の皆様に人権思想を広める活動を行ってきました。

皆様の地域の会社や町内会・婦人会、学校などでも、人権講演会や人権教室等の開催をご検討ください。

人権擁護委員や法務局職員の派遣およびビデオの貸出しも無料です。

　また、人権が侵害された方や困りごとでお悩みの方からの相談を受け、その解決に努めております。相

談は無料で秘密は守られますので、お気軽に相談ください。

　■人権公演・人権教室等ビデオの貸出申込み先　℡ 024-534-1994・0242-27-1498

　■人権相談所の開設場所および時間　【受付時間　8：30 ～ 17：15】

　　　福島市霞町１－４６（福島合同庁舎）３階　人権擁護課

　　　℡ 0241-534-2021　0242-27-1498（電話相談可）

　■子どもの人権１１０番　　【受付時間 8：30 ～ 17：15】　℡ 0120-007-110

　■女性の人権ホットライン 【受付時間 8：30 ～ 17：15】　℡ 0570-070-810　

人権擁護委員退任者へ法務大臣感謝状
■舘岩地域　１月９日

　昨年 12 月 31 日付けで人権擁護委員を退任された、舘岩地

域星日出子さんと星シズ子さんへ法務大臣感謝状が贈られま

した。

　星日出子さんは平成 11 年から３期９年間、星シズ子さん

は平成 14 年から２期６年を務められ、地域の人権擁護に尽

力いただきました。

　ありがとうございました。

星シズ子さん（左）・星日出子さん（右）

人権擁護委員に木下武司さん
■舘岩地域

■
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト

■
車
両
系
建
設
機
械

■
小
型
移
動
式
ク
レ
ー
ン

■
玉
掛
け
技
能
講
習

■
高
所
作
業
者
運
転
技
能
講
習

　

㈱
田
島
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

　

０
２
４
１
(62)
７
７
７
１

問℡

この記事に関するお問い合わせは ・ ・ ・

　　　本庁住民生活課戸籍係　℡０２４１－６２－６１20
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日 程 健診名 受付時間 会 場 対 象 者

３ 月 ５ 日 水 ３ 歳 児 健 康 診 査

12：30 ～ 13：00

保 健 セ ン タ ー

（御蔵入交流館内）

平成 16 年 11 月～ 12 月生まれ

３月 10 日 月 ２歳児歯科健康診査
田島地域のお子さん

平成 18 年２月～３月生まれ

３月 11 日 火 ２歳児歯科健康診査 南郷保健福祉センター
伊南・南郷地域のお子さん

平成 18 年１月～３月生まれ

３月 12 日 水 １歳６か月児健康診査
保 健 セ ン タ ー

（御蔵入交流館内）
平成 18 年８月～９月生まれ

３月 18 日 火 ２歳児歯科健康診査 舘岩保健センター

舘岩地域のお子さん

平成 17 年 10 月～

　　　　平成 18 年３月生まれ

３月 19 日 水 ３- ４か月児健康診査 12：15 ～ 12：45
保 健 セ ン タ ー
（御蔵入交流館内）

平成 19 年 11 月生まれ

日 程 相 談 名 受付時間 会 場 対 象 者

３月４日 火 ６- ７か月児健康相談

13：30 ～ 13：45
保 健 セ ン タ ー

（御蔵入交流館内）

田島地域のお子さん

平成 19 年８月生まれ

３月６日 木 12-13 か月児健康相談
田島地域のお子さん

平成 19 年２月生まれ

 就学前のお子さんとその保護者の方を対象に、

保健センターを開放しています。   

　お子さん同士、 お母さん同士の情報交換、 交流

の場としてお気軽にご利用ください。  

◆乳幼児健康診査

◆乳幼児健康相談

保健センター開放日

保健センター （御蔵入交流館内） 健診ホール開放日

　　３月 14 日 （金）　　　　　 ９ ： ３０ ～ 11: ００

伊南保健センター 「すこやか」 開放日   

　　毎週火曜日     　　　　　　　10 ： 00 ～ 12 ： 00

このページの記事に関するお問い合わせは ・ ・ ・

　　　田島地域　南会津町保健センター　℡０２４１－６２－６１８０

　　　舘岩地域　舘岩総合支所住民課　　℡０２４１－７８－３３２５

　　　伊南地域　伊南保健センター　　　　　℡０２４１－７６－７１２１

　　　南郷地域　南郷保健福祉センター　℡０２４１－７３－２７８８

３月の健診（検診）のご案内

南会津病院産婦人科医に関する署名にご協力ください！
　県立南会津病院の産婦人科は今年３月までで常勤医師が退職となり、後任医師の配置も困難であ

るとのことです。このことから、南会津地域の安心・安全な医療と子育て支援として、県立南会津

病院産婦人科医師の配置を要望するための署名が行われています。署名活動は下記の団体の方々が

代表となり、県立南会津病院、南会津町役場（支所も含む）、御蔵入交流館、各保育所などで２月

２０日頃まで実施されています。ぜひたくさんの方々のご協力をお願いいたします。

＜署名活動代表団体＞

　　南会津郡磐青の会

　　南会津ファミリーサポートクラブ 

　　南会津郡東部婦人団体連絡協議会

　　南会津郡西部婦人団体連絡協議会
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広報みなみあいづ　平成 20 年２月号

３月の日曜当番医

３月 ２日  長谷川医院          ℡ 0241-62-0032 

３月 ９日  馬場医院            ℡ 0241-62-0141 

３月 16 日  なかやクリニック    ℡ 0241-73-2036 

３月 23 日  きむらクリニック 　 ℡ 0241-62-5576 

３月 30 日  佐藤医院（下郷町）  ℡ 0241-67-2134

午前中のみの診療となります。ご注意ください。

■お詫びと訂正

１月号の「日曜当番医」のお知らせで、

「１月 27 日（日）なかやクリニック」の記述が抜けて

いました。深くお詫びするとともに、今後誤りのない

よう努めます。申し訳ございませんでした。

家
庭
で
の
い
ず
し
は

「
作
ら
な
い
・
食
べ
な
い
・
人
に
あ
げ

な
い
」

　「
い
ず
し
」
の
食
中
毒
は
ボ
ツ
リ
ヌ
ス
菌

に
よ
る
も
の
で
、
神
経
毒
の
た
め
に
死
亡
率

が
高
い
の
が
特
徴
で
す
。
過
去
に
「
い
ず
し
」

を
食
べ
て
食
中
毒
に
な
っ
た
例
が
、
南
会
津

郡
西
部
地
域
に
お
い
て
５
回
あ
り
ま
す
。

　「
い
ず
し
」
を
作
る
と
き
に
ボ
ツ
リ
ヌ
ス
菌

が
入
り
込
む
と
、
そ
の
中
で
発
育
し
、
神
経

毒
を
出
す
よ
う
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
臭

い
や
色
は
変
化
し
ま
せ
ん
の
で
、
見
た
目
で

は
分
か
り
ま
せ
ん
。
症
状
は
重
く
、
め
ま
い
、

目
の
異
常
、
飲
み
込
み
困
難
、
発
声
困
難
、

起
立
不
能
な
ど
を
起
こ
し
、
最
終
的
に
呼
吸

困
難
で
死
亡
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
万
一
、「
い
ず
し
」
を
食
べ
た
後
で
具
合
が

悪
い
と
感
じ
た
場
合
は
、
速
や
か
に
医
療
機

関
へ
行
っ
て
、「
い
ず
し
」
を
食
べ
た
こ
と
を

医
師
に
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

妊
婦
健
康
診
査
の
助
成
回
数
が
増
え
ま
す

　
平
成
20
年
度
よ
り
、
第
３
子
以
降
の
母
子

手
帳
を
交
付
さ
れ
た
方
は
、
妊
婦
健
康
診
査

の
助
成
が
受
け
ら
れ
る
回
数
が
増
え
ま
す
。

平
成
19
年
度
は
、
母
子
健
康
手
帳
の
交
付
時

に
妊
娠
前
期
と
妊
娠
後
期
に
１
回
ず
つ
助
成

が
受
け
ら
れ
る
妊
婦
一
般
健
康
診
査
受
診
票

(

受
診
票)

２
枚
に
加
え
て
、
第
３
子
以
降
の

方
は
４
千
円
分
の
受
診
票
が
８
枚
配
布
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
平
成
20
年
４
月
以
降
に
、
第

３
子
以
降
の
母
子
手
帳
の
交
付
を
受
け
ら
れ

る
方
は
、
４
０
０
０
円
分
の
受
診
票
が
13
枚

配
布
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
計
15
回
の

助
成
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

ま

た
、
現
在
、
第
３
子
以
降
の
妊
婦
健
康
診
査

を
受
診
さ
れ
て
い
る
方
は
、
平
成
20
年
４
月

以
降
に
受
け
た
妊
婦
健
康
診
査
に
限
り
、
追

加
分
（
５
枚
）
の
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

平
成
20
年
３
月
下
旬
頃
に
、
妊
娠
週
数
に
合

わ
せ
て
追
加
分
の
受
診
票
を
送
付
し
ま
す
。

助
成
額
を
超
え
た
費
用
は
自
己
負
担
に
な
り

ま
す
。
詳
し
く
は
、
南
会
津
町
保
健
セ
ン
タ
ー

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

い
ず
し
の
食
中
毒
に
ご
注
意

妊
娠
さ
れ
た
皆
さ
ん
へ

寄贈、ありがとうございます！！
■御蔵入交流館内　プレイコーナー

　御蔵入交流館のプレイコーナーに新しいマッ

トとおもちゃが寄贈されました。みなさん、大

切に、そして楽しく活用ください！

むし歯ゼロで元気な笑顔

このコーナーでは、３歳児健診で虫歯のなかった

お子さんを紹介します。今月９人のおともだちがむし歯

ゼロでした！おめでとうございます。

みんなでめざそう、むし歯ゼロ！

阿久津愛奈ちゃん

（八総）

湯田朝妃ちゃん

（栗生沢）

星葵良ちゃん

（関本）

星　茜音ちゃん

（長野）
星　花ちゃん

（横町）

赤羽　健ちゃん

（後原）
滝沢彩英ちゃん

（羽塩）

湯田大夢ちゃん

（藤生）

木下子竜ちゃん

（大町）
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用 途 基 本 水 量 基 本 料 金 超 過 水 量 超 過 料 金

第１種（官公署・学校・保

育所・病院・その他）
20㎥ 4,536 円 １㎥ごと 231 円

第２種（家事用（一般家庭）、

集会施設）
10㎥ 1,600 円 〃 160 円

第３種（特需用（病院等の

施設で、毎月の使用水量

200 ㎥以上）

200㎥ 21,000 円 〃 180 円

第４種（営業用およびその

他）

使用水量１㎥～ 200㎥㎥

10㎥
1,800 円 〃 180 円

使用水量 201㎥～ 400㎥
200㎥

36,000 円 〃 140 円

使用水量 401㎥～ 1,000㎥
400㎥

64,000 円 〃 130 円

使用水量 1001㎥～ 1,500㎥
1,000㎥

150,000 円 〃 120 円

使用水量 1,501㎥～ 2,500㎥
1,500㎥

200,000 円 〃 120 円

使用水量 2,501㎥以上
2,500㎥

300,000 円 〃 120 円

※第 2 種の集会施設は、現在田島地域では第 1 種に分類されていますが、5 月 1 日から第 2 種となります。

※第 4 種の使用水量ごとの料金は、急激な増加の緩和措置として舘岩・伊南・南郷地域に適用するもので、田島地

域には適用されません。

舘
岩
・
伊
南
・
南
郷
地
域
の
水
道
料
金

改
定
の
お
知
ら
せ

　

現
在
の
水
道
料
金
は
、
田
島
・
舘
岩
・
伊
南
・
南
郷
地

域
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
っ
た
料
金
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
地

域
ご
と
の
料
金
格
差
の
解
消
と
水
道
事
業
の
健
全
経
営
を

踏
ま
え
て
、
料
金
の
統
合
を
検
討
し
ま
し
た
結
果
、
第
１

段
階
改
定
と
し
て
次
の
と
お
り
舘
岩
・
伊
南
・
南
郷
地
域

の
料
金
を
統
一
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
回
改
定
と
な
り
ま
す
３
地
域
に
お
き
ま
し
て
、

今
後
説
明
会
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
日
程
等
が
決

ま
り
ま
し
た
ら
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

田
島
地
域
の
料
金
改
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

水
道
料
金
の
統
一
に
つ
い
て

　

水
道
料
金
は
、
い
ず
れ
統
一
し
た
料
金
と
す
る
方
向
で

検
討
し
て
い
ま
す
が
、
ど
の
程
度
の
料
金
設
定
と
す
る
か

は
結
論
が
出
て
い
ま
せ
ん
。

　

今
後
、
水
道
事
業
の
運
営
状
況
等
を
踏
ま
え
、
水
道
事

業
運
営
審
議
会
の
委
員
の
皆
さ
ん
と
協
議
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

下記の料金は、平成 20 年５月１日からとなります。

12･13 ページ記事に関するお問い合わせは…

本庁環境水道課

℡０２４１（６２）６１40
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水
道
の
給
水
停
止
が
厳
し
く
な
り
ま
す

滞
納
の
あ
る
方
は
、
全
額
納
入
す
る
か
分
割
納
入
誓
約
書
を
提
出
し
て
下
さ
い

　

水
道
事
業
は
、
水
道
を
使
用
し
た
方

に
使
用
し
た
水
量
に
応
じ
て
そ
の
経

費
を
負
担
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
事

業
の
健
全
経
営
が
図
ら
れ
ま
す
が
、
近

年
、
水
道
料
金
の
滞
納
額
が
増
加
し
て

お
り
、
事
業
経
営
に
大
き
な
支
障
を
き

た
し
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
滞
納
整
理
を
推
進
す
る
た

め
、
や
む
を
得
ず
水
道
の
給
水
停
止
を

す
る
場
合
の
基
準
・
手
続
き
等
を
次
の

と
お
り
定
め
ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
要
綱
は
給
水
停
止
が
最

終
的
な
目
的
で
は
な
く
、
納
期
ま
で
に

料
金
を
納
め
て
い
た
だ
い
て
い
る
多
く

の
町
民
の
方
と
の
公
平
な
負
担
を
確
保

し
、
滞
納
額
を
減
ら
し
て
事
業
の
健
全

経
営
を
図
り
、
安
全
・
安
心
な
水
道
水

を
供
給
す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

【
給
水
停
止
処
分
の
対
象
者
】

　

『
３
ヶ
月
以
上
』
水
道
料
金
を
滞
納

し
て
お
り
、
次
の
い
ず
れ
か
の
項
目
に

該
当
す
る
者

・
支
払
能
力
が
あ
る
が
料
金
を
納
入
し

な
い

・
納
入
方
法
の
具
体
的
な
話
し
合
い
に

応
じ
な
い
な
ど
納
入
の
意
思
が
認
め
ら

れ
な
い

・
分
割
納
入
誓
約
書
を
提
出
し
て
い
る

が
誓
約
内
要
を
実
行
し
な
い

・
過
去
に
給
水
停
止
処
分
を
受
け
て
い

る
【
事
務
手
続
】

　

給
水
停
止
に
至
る
ま
で
の
事
務
手
続

の
流
れ
は
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

   ①督促書および催告書を送付

   ②『滞納整理面談通知書』を送付

   ③『給水停止予告通知書』を送付

   ④『給水停止通知書』を送付

   ⑤給 水 停 止 の 執 行

①まず督促書を送り、納入がない場合は、次に催告

書を送ります。生活困窮などにより一度に納入が困

難な方は、面談を行い分割納入誓約書により分割納

付が可能です。

②督促・催告書を送り、納入がない場合は、通知書

を送り面談を行います。

③滞納整理面談にも応じない場合、給水停止予告通

知書を送付します。

④予告通知書の指定納入期限に納入がない場合、給

水停止通知書を送付します。

⑤給水停止執行日までに納入がない場合、メーター

を取り外し給水停止します。

○給水停止の解除（中断）は、滞納額を全額納入した場合又は滞納額の 1/2 以上を納入し、分割納入誓約書を提出し

た場合です。

○分割納入誓約書を提出し履行しない場合は、即給水停止となります。

　以上が今回定めた要綱の概要ですが、滞納額を全額納入していただくか、分割納入誓約書を提出いただ

き確実に誓約内容を履行していただければ『給水停止』にはなりません。

　計画的な滞納整理を行い、水道事業の健全経営にご協力くださいますよう、お願いします。
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財
政
援
助
団
体
等
に
対
す
る
監
査
結
果(

報
告)

　

地
方
自
治
法
第
１
９
９
条
第
７
項
の
規
定
に
基
づ
き
実
施
し

た
、
平
成
18
年
度
財
政
援
助
団
体
等
に
対
す
る
監
査
結
果
に
つ

い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

１
．
監
査
の
実
施
日

(1)
舘
岩
総
合
支
所
関
係
」

　

平
成
19
年
８
月
１
日

(2)
伊
南
総
合
支
所
関
係　
　

　

平
成
19
年
８
月
２
日

(3)
南
郷
総
合
支
所
関
係　
　

　

平
成
19
年
８
月
３
日

(4)
本
庁
関
係

　

平
成
19
年
８
月
17
日 

及
び

　

平
成
19
年
９
月
14
日

２
．
財
政
援
助
団
体
等
に
対
す
る
監
査　

を
実
施
し
た
団
体
等

・
会
津
た
じ
ま
歩
く
ス
キ
ー
大
会
実
行
委
員
会

・
田
島
祇
園
祭
屋
台
歌
舞
伎
保
存
会

・
田
島
よ
い
と
こ
発
見
交
流
事
業
促
進

　

事
業
実
行
委
員
会

・
ふ
る
さ
と
会
津
田
島
会

・
南
会
津
町
公
共
交
通
対
策
協
議
会

・
南
会
津
町
統
計
調
査
協
議
会

・
南
会
津
町
都
市
交
流
推
進
協
議
会

・
南
会
津
町
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会

・
南
会
津
町
交
通
対
策
協
議
会

・
南
会
津
町
田
島
地
区
民
生
児
童
委
員
協
議
会

・
田
島
地
域
農
事
組
合
長
連
絡
協
議
会

・
田
島
地
域
認
定
農
業
者
経
営
改
善
研
究
会

・
都
市
農
村
交
流
実
行
委
員
会

・
南
会
津
町
担
い
手
育
成
総
合
支
援
協
議
会

・
南
会
津
町
ご
み
排
出
抑
制
対
策
事
業

　

実
行
委
員
会

・
南
会
津
町
浄
化
槽
協
会

・
南
会
津
町
体
育
協
会

・
田
島
三
匹
獅
子
保
存
会

・
南
会
津
町
舘
岩
婦
人
消
防
隊

・
南
会
津
町
舘
岩
地
区
民
生
児
童
委
員
協
議
会

・
会
津
高
原
た
て
い
わ
そ
ば
祭
り
実
行
委
員
会

・
舘
岩
地
域
農
事
組
合
長
連
絡
協
議
会

・
さ
い
た
ま
市
農
業
ま
つ
り
実
行
委
員
会

・
舘
岩
地
域
認
定
農
業
者
連
絡
協
議
会

・
南
会
津
町
有
害
鳥
獣
捕
獲
隊
舘
岩
分
会

・
舘
岩
地
区
体
育
協
会

・
舘
岩
文
化
協
会

・
南
会
津
町
伊
南
婦
人
消
防
隊

・
伊
南
村
認
定
農
業
者
連
絡
協
議
会

・
伊
南
地
域
農
事
組
合
長
連
絡
協
議
会

・
伊
南
地
域
体
育
協
会

・
南
郷
婦
人
消
防
隊

・
南
郷
地
区
民
生
児
童
委
員
協
議
会

・
南
郷
地
域
認
定
農
業
者
連
絡
協
議
会

・
読
売
杯
南
郷
ス
ラ
ロ
ー
ム
大
会
実
行
委
員
会

・
南
郷
地
区
体
育
協
会

３
．
監
査
に
付
さ
れ
た
書
類

　
　

出
納
簿
、
預
金
通
帳
、
領
収
書
等　

　

お
よ
び
決
算
書

４
．
監
査
結
果
及
び
意
見

①
監
査
に
付
さ
れ
た
出
納
簿
、
預
金
通
帳

及
び
領
収
書
の
計
数
の
誤
り
は
認
め
ら
れ

な
い
。

②
預
金
利
子
を
計
上
し
て
い
な
い
決
算
書

や
コ
ピ
ー
の
領
収
書
及
び
切
手
の
受
払
い

簿
の
な
い
事
例
が
あ
る
。

③
公
金
と
私
的
金
を
混
同
し
な
い
よ
う
に

す
る
た
め
、
立
替
払
い
の
精
算
は
３
日
程

度
が
望
ま
し
い
。

３月の町長室へどうぞの日程をお知らせします

　「町長の考えを聞いてみたい」、「町長と地域の課題について話してみたい」など、直接町長とお話しして
みませんか？どんな内容でも結構です。皆さんのお越しをお待ちしています。

　　平成 20 年３月 ５日（水）10：00 ～ 12：00　南郷総合支所

　 　　　　　　　　　　　　 14：00 ～ 16：00　伊南総合支所

　　 　　　　３月 26 日（水）10：00 ～ 12：00　舘岩総合支所

　　　 　　　　　　　　　　 14：00 ～ 16：00　本　　庁

　　問い合わせ・お申込は

　　　　本庁企画観光課　　　℡ 0241-62-6200

　　　　舘岩総合支所振興課　℡ 0241-78-3325

　　　　伊南総合支所振興課　℡ 0241-76-7715

　　　　南郷総合支所振興課　℡ 0241-72-2900



第 20 回全国生涯学習フェスティバル記念

映画「ゆびさきの瞳」（仮題）オーディションｉｎ南会津
　今年 10 月に福島県で「第 20 回全国生涯学習フェスティバル』が開催されます。この記念

事業では「福島県の学び」をテーマに映画が制作され（「ゆびさきの瞳」（仮題））、そのオーディ

ションが御蔵入交流館で行われました。

　町内外から約 160 名の参加があり、参加者は映画主演を目指し、審査員を務めた瀬木直貴

監督や越後啓子プロデューサーにアピールしました。

　会場には、この映画への出演が決定している俳優の峰岸徹さんも駆けつけ、映画のＰＲを

行うほか、湯田芳博町長と対談を行い、映画の魅力や映画作りについて意見を交わしました。

【写真】

①オーディションは公開形式で行わ

れ、舞台上のスクリーンに参加者の

表情が大きく映し出されました

②瀬木直貴監督・峰岸徹さん・越後

啓子プロデューサーによる対談

③峰岸徹さんと町長による対談。映

画の魅力について語りました

④Ｋ－１選手ニコラスペタスさんの

「親子護身術教室」

⑤ロックな詩人湯本剛士さんのイベ

ント　

⑥会場では、御蔵入そばの会のそば、

婦人会の皆さんによる豚汁で参加者

をおもてなししました

⑦この映画に対する応援メッセージ

の収録のようす

①

② ③

④ ⑤

⑥ ⑦
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３月の公演

04

　　映画上映会『ふみ子の海』（105 分）

■日 時　３月 23 日（日）

■上映時間　13：30 ～（開場 13：00）

■入 場 料　（全席自由）

　　　　　　一 般　　   1,200 円（当日 1,500 円）

　　　　　　小・中・高生 　800 円（当日 1,000 円）

■内 容　幼くして視力を失いながらも困難を乗り越

　　　　　　え、高田盲学校で教鞭をとり、視覚障害を

　　　　　　持つ女性の自立への歩みの先達者となった

　　　　　　粟津キヨさんの体験をもとに、上越市の児

　　　　　　童文学者・市川信夫氏が書き起こした作品

　　　　　　「ふみ子の海」（1991 年児童福祉文化賞受賞）

　　　　　　が原作。映画では、主にその少女期を描かれ

　　　　　　ています。

■出 演　高橋惠子　藤谷美紀　中村敦夫　鈴木理子

■主 催　南会津町ボランティア連絡会

■問い合わせ　南会津社会福祉協議会

　　　　　　　℡ 0241-66-3134

　ガドガド室内楽コンサート
■日 時　３月１日（土）

■開演時間　10：00（開場 9：30）

■参 加 料　無料

　※親子を対象としたコンサートです

　が、大人の方だけの参加も可能です。

■問い合わせ

　南会津町保健センター

　℡ 0241-62-6180

01

03

　アコースティックイブニング
　　　　　　　　　ｉｎ南会津
■日　　時　３月 22 日（土）

■開演時間　16：30（開場 16：00）

■出 演 者　伊勢正三、大野真澄、

　　　　　　 太田裕美

■入 場 料　4,500 円（全席指定）

■問い合わせ

　南会津町文化ホール

　℡ 0241-62-6311

02

　第４回町民手づくり公演
■日 時　３月 30 日（日）

■開演時間　13：00 ～（予定）

■公演テーマ　

　　　　　『地域に伝わる民俗芸能』

■入 場 料　無料

■出演団体　現在募集中です。地域に伝わる民俗芸能を

　　　　　　継承される皆さんの参加をお待ちしています。

　　　　　　民俗芸能は地域の宝です。

■問い合わせ　南会津町文化ホール

　　　　　　　℡ 0241-62-6311

平成 20 年２月号　広報みなみあいづ

04

℡ 0241-62-6311

【写真】昨年行われた町民手づくり

公演の様子。みなさんも参加してみ

ませんか？
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新着本紹介
【一般図書】

　めぐみ手帳　　　　　　　　　横田滋∥著

　親指の恋人　　　　　　　　石田衣良∥著

　医学のたまご　　　　　　　　海堂尊∥著

　新世界より　上・下　　　　貴志祐介∥著

　こころげそう　　　　　　　　畠中恵∥著

　新・御宿かわせみ　　　　　平岩弓枝∥著

【児童図書】

　ホネホネたんけんたい

　　　　　　　　　　西沢真樹子∥監修・解説

　家を出る日のために　　　　　　辰巳渚∥著

　あめだまをたべたライオン　　今江祥智∥文

 このほかにも、図書館にはたくさんの

新着本があります。ぜひご利用ください。

日 月 火 水 木 金 土

１ ２

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29

　インターネットや携帯電話が広まり、図書館をもっ

と便利に利活用できるいろいろなサービスが行われて

います。

図書館活用講座では、南会津町図書館が行っているイ

ンターネット・携帯電話から利用できるサービスの使

い方をご紹介いたします。

　図書館の達人になれるチャンス！ぜひご参加くださ

い。

開 催 日　平成 20 年 3 月 23 日（日）10 時～ 12 時

開催場所　御蔵入交流館・会議室

内 容　インターネット、携帯電話からの蔵書検索

　　　　　　インターネットを使った各種サービス

　　　　　　（予約、利用状況確認）

　　　　　　相互貸借制度の活用について

　　　　　　　（県立図書館横断検索）　など

募集定員　先着 20 名

　　　　　　＊基本的なパソコンの操作ができる方（文

　　　　　　　字入力、インターネットの利用）

参 加 費　無料

が休館日開館時間：10:00 ～ 18:00

南会津町図書館　℡ 0241-62-5522

３月の休館日
日 月 火 水 木 金 土

１

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

９ 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28 29

30 31

２月の休館日

“図書館活用講座”開催します！

検索

クリック！

南会津町図書館

ＨＰもご覧ください！

町文化財に関するお問い合わせは

教育委員会文化振興係　℡ 0241-62-6311

知っていますか？　まちの文化財　パートⅨ　田島地域
◆五本松（ごほんまつ）

所有者：塩江区

田島字塩江地区内の国道 289 号線沿いにあり、傘状に

樹形を散開している大木の「アカマツ」が見える。

樹幹の目通り周囲 5.5 ｍ、樹高約 25 ｍ、側枝長左右

６ｍで、根元から２～５ｍのところから大きく５本

に分枝しており、俗に「五本松」と呼ばれ親しまれてい

ます。

江戸時代、田島から針生に向かう道筋はこの老松の下

を通って西へ続いていた古街道の名残があります。

また、樹下には、小祠乃石碑があり、当時の民間信仰の

面影をとどめています。

この「五本松」は、傘丈に散開した形状・景観共に美

観を呈する名木であるため、昭和 54 年 10 月８日に

町の指定文化財（天然記念物）に指定されました。

申込方法　図書館のカウンターにて直接お申込いただ

　　　　　くか、または、図書館まで電話でお申込く

　　　　　ださい。　（（※その際、図書館利用カード

　　　　　をお持ちの方は、カードに記載されている

　　　　　７桁のカード番号をお知らせください。）
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広報みなみあいづでは、皆さんからの情報をお待ちしています。

また、広報誌へのご意見・ご感想もぜひお送りください。

募集コーナー

　①サークルの輪　　　　町内で活動中のサークルを取材して紹介します。

　　　　　　　　　　　　サークル名、活動内容、連絡先をお送りください。

　②わが家のアイドル　　就学前のお子様の写真を募集します。

　　　　　　　　　　　　保護者のひとことを記載の上、お送りください。

　　　　　　　　　　　　なお、送付いただいた写真は返却しませんので

　　　　　　　　　　　　ご了承ください。

情報は、電話、FAX、郵便、E メールにて受け付けます。お待ちしています。

〒 967-8501

（住所は不要です。郵便番号のみ

で届きます）

　南会津町役場企画観光課

　　　　　　　広報情報係　まで

 TEL　0241 － 62 － 6200

 FAX　0241 － 62 － 1288

アドレス　info@minamiaizu.org

情報をお待ちしています
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大
桃
英
樹

　田島書道協会 (田島地域）
　田島書道協会では、１月５日に新春恒例の書き

初めを行いました。出来上がった会員の力作を開

場に展示し、記念写真を撮った後、抽選による相

互の作品交換をし、今年の健筆を誓い合いました。

　田島書道協会では現在会員を募集中です。興味

のある方は下記までご連絡ください。

【会員数】60 名

【代　表】神田　青峰　

【連絡先】渡部進一郎　℡ 0241-66-2530

　大塚　健
たける

ちゃん（５歳）

南郷地域　谷地

父：敏浩さん　母：愛さん

　楽しく保育所に行ってます。

今年は年長さん。がんばれ、将来

は消防士さんになるぞ！
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第 28 回ＦＣＴ児童画展で田島保育園が快挙
さくら組　湯田玲翔くんは世界児童画展美育文化協会賞受賞

湯田玲翔くんの作品

３
年
連
続
の
快
挙

　

田
島
保
育
園
（
渡
部
久
留
美
園
長
）
は
、

第
28
回
Ｆ
Ｃ
Ｔ
児
童
画
展
で
、
２
歳
児
以

上
の
児
童
が
出
品
し
、
さ
く
ら
組
の
湯
田

玲
翔
く
ん
が
福
島
中
央
テ
レ
ビ
賞
を
受
賞

し
た
ほ
か
、
94
作
品
中
48
作
品
が
受
賞
し
、

見
事
３
年
連
続
と
な
る
団
体
賞
を
獲
得
し

ま
し
た
。（「
主
な
受
賞
者
」
参
照
）
ま
た
、

湯
田
玲
翔
く
ん
の
作
品
は
、
世
界
児
童
画

展
で
も
美
育
文
化
協
会
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。

創
造
性
と
個
性
を
引
き
出
す
指
導

　

田
島
保
育
園
で
は
、
概
念
に
と
ら
わ
れ

な
い
、
子
ど
も
た
ち
の
創
造
性
と
個
性
を

引
き
出
す
絵
画
指
導
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

今
回
の
快
挙
に
渡
部
園
長
は
「
楽
し
く
絵

を
描
く
こ
と
を
第
一
の
目
的
に
指
導
し
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
本
当
に
楽
し
く
描

き
、
そ
の
結
果
こ
の
よ
う
な
賞
を
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
も
大
き
な
自

身
に
つ
な
が
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
」
と

感
想
を
語
り
ま
し
た
。

【
主
な
受
賞
者
】

　

福
島
中
央
テ
レ
ビ
賞　

湯
田
玲
翔
く
ん

　

福
島
中
央
テ
レ
ビ
賞　

原
田
柊
羽
ち
ゃ
ん

　

福
島
民
友
新
聞
社
賞　

児
山
遼
陽
く
ん

　

ペ
ン
て
る
賞　
　
　
　

湯
田
拓
実
く
ん

　

東
京
海
上
日
動
賞　
　

仲
川
健
太
く
ん

（左から）児山遼陽くん、湯田玲翔くん、湯田拓実くん、

原田柊羽ちゃん、仲川健太くん

いきいきとした表情で絵を描く

湯田玲翔くん


